
■
午
前
《
分
科
会
》
は
、
①

地
域
活
性
化
（

23人
）
、
②

保
育
（

14

人
）
、
③
現
業

（
９
人
）
、
④
青
年
講
座

「
地
域
活
性
化
～
移
住
・
定

住
・
公
共
交
通
」
（

16人
）
、

に
分
か
れ
、
問
題
提
起
・
レ

ポ
ー
ト
報
告
・
助
言
者
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
分
科
会
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
仕
事
の
状

況
や
職
場
の
課
題
を
交
流
し
、

学
び
あ
い
ま
し
た
。

■
午
後
《
全
体
会
》
は
「
２

つ
の
報
告
」
と
「
記
念
講
演
」

を
行
い
ま
し
た
。
【
報
告
①
】

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
取
り
組
み

の
現
状
と
課
題
」
講
師
・
大

石
一
浩
さ
ん
（
松
山
市
久
枝

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）
、

【
報
告
②
】
「
内
子
町
デ
マ

ン
ド
バ
ス
」
講
師
・
兵
頭
和

也
さ
ん
（
内
子
町
職
）
か
ら
、

地
域
と
人
を
つ
な
ぐ
公
共
交

通
の
役
割
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
実
態
を
伺
い
ま
し
た
。

大
石
さ
ん
は
、
松
山
市
の
久

枝
地
区
と
小
野
・
久
米
地
区

で
の
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
事
業

の
展
開
に
あ
た
っ
て
「
地
区

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
高
齢

者
は
必
需
的
活
動
は
行
う
が
、

そ
れ
以
外
に
愉
し
み
の
活
動

を
抑
制
し
て
い
る
と
明
ら
か

に
な
っ
た
。
憲
法
の
生
存
権

や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
視
点
で
人
生
を

豊
か
に
す
る
た
め
の
交
通
手

段
が
必
要
、
そ
し
て
地
域
と

経
済
活
動
で
も
つ
な
が
る
こ

と
で
地
域
に
も
人
に
も
良
い

影
響
が
あ
る
」
な
ど
話
さ
れ

ま
し
た
。
兵
頭
さ
ん
は
、
内

子
町
で
の
公
共
交
通
状
況
と

運
営
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

「
公
共
交
通
と
し
て
町
営
で

バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運

営
し
、
利
用
し
て
も
ら
う
視

点
で
、
料
金
や
地
区
ご
と
の

発
着
の
利
便
性
も
高
め
て
き

た
。
一
方
で
利
用
を
増
や
し
、

継
続
で
き
る
公
共
交
通
の
あ

り
方
は
検
討
の
必
要
も
あ
る
」

な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
記
念
講
演
】
は
「
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
」
と
し
て
、
岡
田
知
弘

さ
ん
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・

京
都
橘
大
学
教
授
）
が
講
演
。

「
今
を
ど
う
捉
え
る
か
。
１

つ
は
大
災
害
の
時
代
、
も
う

１
つ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
の
時
代

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
大
災

害
や
感
染
症
が
起
き
る
今
、

一
番
大
事
な
の
は
人
間
の
命
。

憲
法
に
も
書
か
れ
て
い
る
、

命
を
守
り
普
通
の
生
活
を
す

る
地
域
を
つ
く
る
か
」
「
地

域
か
ら
も
の
を
み
る
こ
と
が

重
要
。
地
域
の
経
済
社
会
を

維
持
す
る
最
大
の
主
体
は
、

中
小
企
業
・
業
者
、
農
家
、

協
同
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
そ
し

て
地
方
自
治
体
。
国
や
地
方

自
治
体
が
誰
の
た
め
に
あ
る

べ
き
か
が
鋭
く
問
わ
れ
る
時

代
だ
」
な
ど
話
し
ま
し
た
。

ま
た
「
戦
後
の
地
域
開
発
の

基
本
的
考
え
方
は
『
大
型
公

共
事
業
』
や
『
大
企
業
誘
致
』

で
、
ほ
と
ん
ど
が
失
敗
、
そ

れ
は
地
方
の
利
益
が
本
社
に

移
さ
れ
る
か
ら
」
と
指
摘
。

「
『
地
域
が
活
性
化
』
『
豊

か
に
な
る
』
と
は
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
生
活
が
向
上
す

る
こ
と
。
立
派
な
建
物
や
大

企
業
が
あ
っ
て
も
住
民
が
住

み
続
け
ら
れ
な
く
な
れ
ば
地

域
の
『
活
性
化
』
と
は
言
え

な
い
」
「
地
域
発
展
の
決
定

的
要
素
は
『
地
域
内
再
投
資

力
』
。
地
域
の
経
済
主
体
が

ず
っ
と
地
域
に
再
投
資
を
繰

り
返
し
、
維
持
発
展
さ
せ
る

こ
と
」
と
し
、
全
国
の
実
例

を
紹
介
。
さ
ら
に
、
地
方
自

治
体
の
産
業
政
策
が
住
民
生

活
の
向
上
に
直
接
つ
な
げ
る

た
め
の
１
つ
と
し
て
『
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
』
（
愛

媛
で
は
、
東
温
市
、
松
山
市
、

八
幡
浜
市
、
伊
予
市
、
西
予

市
、
宇
和
島
市
、
大
洲
市
、

久
万
高
原
町
、
鬼
北
町
が
制

定
）
を
説
明
。
「
条
例
は
中

小
企
業
だ
け
で
な
く
大
企
業
、

金
融
機
関
、
大
学
も
含
め
て

の
地
域
の
役
割
を
明
確
化
し
、

地
域
を
い
か
に
振
興
す
る
た

め
の
条
件
を
整
え
る
」
こ
と

な
ど
を
説
明
。
最
後
に
「
足

元
で
あ
る
『
地
域
』
に
視
点

を
置
き
、
地
方
自
治
体
は

『
儲
け
る
自
治
体
』
で
は
な

く
、
憲
法
と
地
方
自
治
法
の

精
神
に
基
づ
き
、
住
民
の
福

祉
の
向
上
と
幸
福
追
求
権
を

具
体
化
す
る
こ
と
が
基
本
。

地
域
住
民
主
権
・
地
域
経
済

の
担
い
手
と
し
て
、
中
小
企

業
・
農
家
・
協
同
組
合
の
役

割
は
極
め
て
大
き
い
。
地
域

内
経
済
循
環
に
こ
だ
わ
り
、

地
域
の
た
め
に
何
か
や
り
た

い
人
と
の
連
携
を
」
な
ど
、

話
さ
れ
ま
し
た
。

《
参
加
者
の
感
想
》

◎
「
県
内
の
公
共
交
通
」
を

巡
る
状
況
と
課
題

■
交
通
弱
者
が
抱
え
る
課
題

を
実
感
で
き
た
と
同
時
に
解

決
の
ヒ
ン
ト
も
見
え
た
が
、

全
て
の
住
民
に
満
足
し
て
も

ら
え
る
こ
と
は
難
し
い
現
実

も
再
認
識
し
た
。
■
地
域
交

通
を
い
か
に
維
持
す
る
の
か
、

利
用
者
を
い
か
に
増
や
す
の

か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
■
両
方
と

も
画
期
的
な
取
り
組
み
だ
と

思
っ
た
。

◎
記
念
講
演
「
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」

■
地
域
の
活
性
化
に
は
地
域

内
循
環
を
つ
く
る
こ
と
。
地

産
地
消
・
正
規
雇
用
・
最
賃

の
全
国
一
律
な
ど
自
治
体
で

も
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
■
徒
歩
で
歩

け
る
範
囲
で
の
経
済
活
動
、

東
京
一
極
集
中
の
問
題
な
ど
、

色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
■
地
域

内
循
環
の
大
切
さ
や
成
功
事

例
な
ど
の
話
が
聞
け
て
今
後

の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

も
っ
と
調
査
・
勉
強
し
た
い

と
い
う
意
欲
が
わ
い
た
。
■

公
務
員
と
し
て
地
域
経
済
活

性
化
し
て
い
く
上
で
ヒ
ン
ト

が
得
ら
れ
る
話
で
あ
っ
た
。

■
首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
が

進
む
中
で
、
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
地
方

の
財
産
を
地
方
で
循
環
さ
せ

て
い
く
こ
と
へ
の
切
り
替
え

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
■
「
つ
な
が
り
」

が
大
切
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。

【
分
科
会
】

■
他
市
町
の
現
状
が
聞
け
て

よ
か
っ
た
。
地
域
活
性
化
と

い
う
非
常
に
大
き
な
テ
ー
マ

な
の
で
分
科
会
を
行
う
こ
と

で
、
少
し
で
も
各
市
町
の
活

性
化
の
糸
口
に
な
っ
て
い
く

と
い
い
な
と
思
う
。
■
保
育

士
が
足
り
な
い
と
は
思
う
け

ど
、
国
が
変
わ
ら
な
い
と
ど

う
に
も
な
ら
な
い
し
、
頑
張

る
し
か
な
い
と
あ
き
ら
め
て

い
ま
し
た
が
、
今
日
の
話
を

聞
き
、
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
の

た
め
に
も
こ
れ
か
ら
保
育
士

と
な
る
人
た
ち
の
た
め
に
も

変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
■
今

回
の
会
に
参
加
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
子
ど
も
た
ち
、
自
分

（
保
育
士
）
た
ち
の
た
め
に

も
保
育
士
の
数
を
増
や
し
て

質
の
高
い
保
育
士
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。
■
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー

化
・
委
託
化
が
、
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
き
て
い
る
が
「
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
見
直
し
」

提
言
に
つ
い
て
、
も
っ
と
声

を
大
に
し
て
言
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
■
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
各
自
治
体

職
員
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
、
と
て
も
有
意
義

な
会
で
し
た
。

（１） 第５５０号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 １１月２０日

第 ５５０ 号

日 程

【11月】

14 自治労連独自中央行動・

秋の「ほこイカ“３Ｔ”ア

クション」集中Day

全国いっせい労働相談ホッ

トライン

23 地域医療を守る運動全国

交流集会（web）

25 今治水道労組定期大会

県本部拡大執行委員会

（web併用）

県市町振興課要請

26 四国ブロック定期総会・

事前会議（香川）

27 四国ブロック共済学校

（香川）

【12月】

３ 自治労連春闘交流集会

（web）

10 県本部拡大執行委員会

（web併用）

自治労連共済県支部会議

11 青年部幹事会

17 自治労連組織集会（web）

11

月
６
日
、
東
温
市
で
の
「
第

63

回
地
方
自
治
研
究
愛
媛
県
集
会
」
に

73

人
（
県
本
部

15

単
組

62

人
、

講
師
・
助
言
者
・
市
民
な
ど

11人
）
が
参
加
し
、
分
科
会
と
全
体
会
で
学
び
合
い
ま
し
た
。

大石さん・兵頭さん



県
本
部
市
職
評
議
会
は

10

月

27日
、
総
会
と
県
市
長
会

長
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
総

会
で
は
新
役
員
体
制
と
今
日

の
要
請
に
つ
い
て
確
認
。
要

請
で
は
武
智
会
長
（
伊
予
市

長
）
に
要
請
書
を
手
渡
し
、

森
賀
県
本
部
委
員
長
が
主
旨

と
重
点
を
説
明
。
県
市
長
会

か
ら
は
「
要
請
の
主
旨
は
各

市
長
に
伝
え
る
」
と
回
答
。

各
市
職
代
表
か
ら
、
◎
県
人

口
が
２
０
６
０
年
に
６
割
の

報
道
を
市
と
し
て
も
受
け
止

め
、
出
産
・
子
育
て
応
援
を

市
・
理
事
者
の
指
示
で
確
認

し
た
。
育
休
対
応
を
は
じ
め
、

人
員
拡
充
を
計
画
的
に
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
◎
育
休

取
得
者
の
代
替
を
正
規
職
員

で
補
充
を
。
会
計
年
度
任
用

職
員
の
期
末
手
当
、
生
活
に

ま
つ
わ
る
休
暇
は
で
き
る
限

り
有
給
と
し
改
善
を
。
な
ど

の
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

県
本
部
町
村
評
議
会
は

10

月

28日
、
総
会
と
県
町
村
会

長
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
森

賀
県
本
部
委
員
長
が
主
旨
と

重
点
を
説
明
。
佐
川
会
長

（
砥
部
町
長
）
か
ら
「
要
請

い
た
だ
い
た
内
容
は
９
町
の

首
長
に
伝
え
る
。
医
師
・
看

護
師
不
足
問
題
は
砥
部
町
も

同
じ
」
「
会
計
年
度
任
用
職

員
は

22条
臨
時
職
員
の
時
と

比
べ
る
と
処
遇
改
善
さ
れ
た

と
理
解
し
て
い
る
が
、
新
制

度
に
な
り
新
た
な
課
題
が
出

て
き
て
い
る
時
期
」
「
子
育

て
支
援
に
お
い
て
、
育
休
取

得
向
上
な
ど
は
議
員
か
ら
も

質
問
で
出
さ
れ
て
い
る
。

「
職
員
定
数
問
題
は
こ
れ
ま

で
正
規
職
員
を
減
ら
し
会
計

年
度
任
用
職
員
を
増
や
し
た

経
過
が
あ
り
、
あ
る
べ
き
定

数
を
検
討
し
て
い
る
」
な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

10月
８
日
「
２
０
２
２
年

度
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
現
業
学
習

交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
体
で

26人
、
愛
媛
か
ら
４

単
組

19人
が
参
加
。
講
師
の

自
治
労
連
本
部
佐
賀
達
也
さ

ん
は
「
公
共
を
取
り
戻
す
た

め
に
～
公
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
を
考
え
る
」
と
題
し

て
、
抱
負
な
資
料
を
も
と
に

「
全
国
で
清
掃
・
学
童
・
保

育
・
学
校
給
食
部
門
等
で
民

間
委
託
が
進
ん
で
い
る
一
方

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
自
治
体

の
公
共
性
を
発
揮
し
、
工
夫

し
た
取
り
組
み
が
全
国
で
行

わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
、
住
民
の
願
い
に

応
え
る
取
り
組
み
を
粘
り
強

く
進
め
て
い
こ
う
」
「
今
、

公
共
を
取
り
戻
す
た
め
に
が

ん
ば
る
時
で
す
」
と
参
加
者

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
温
か

く
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

四
国
各
県
か
ら
現
業
職
場
の

報
告
が
あ
り
、
四
国
の
現
業

職
場
の
と
り
く
み
と
運
動
を

交
流
し
あ
い
ま
し
た
。

県
本
部
書
記
部
会
は

11月

１
日
、
定
期
総
会
を
開
催
し

９
単
組

13人
が
参
加
。
午
前

中
の
総
会
で
は
、
経
過
報
告

と
県
本
部
・
単
組
へ
の
要
望

書
内
容
と

12月
県
本
部
執
行

委
員
会
へ
の
提
出
、
今
年
度

世
話
人
な
ど
確
認
。
総
会
後

の
交
流
で
は
、
各
自
作
成
の

『
自
己
紹
介
シ
ー
ト
』
で
自

己
紹
介
。
書
記
歴
の
長
い
人
、

短
い
人
と
い
ろ
い
ろ
で
す
が

『
書
記
を
し
て
い
て
良
か
っ

た
こ
と
・
し
ん
ど
か
っ
た
こ

と
』
な
ど
の
話
や
組
合
活
動

の
思
い
出
な
ど
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
午
後
の
部
は

「
自
治
労
連
共
済
」
に
つ
い

て
意
見
交
換
。
「
実
務
研
修

会
」
の
感
想
や
疑
問
、
県
本

部
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
見

直
し
、
県
本
部
共
済
推
進
活

動
の
あ
り
方
な
ど
、
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

医
療
介
護
評
議
会
は

10月

29日
、
第

37回
定
期
総
会
を

開
催
し
、
リ
モ
ー
ト
併
用
で

５
単
組
９
職
場
か
ら

13人
が

参
加
。
総
会
に
あ
た
り
全
体

学
習
で
は
県
医
労
連
・
高
橋

書
記
長
か
ら
「
働
き
や
す
い

職
場
環
境
」
と
題
し
て
職
場

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
実
際
に

起
こ
っ
た
事
案
に
基
づ
き
医

療
職
場
の
課
題
に
つ
い
て
講

演
。
問
題
点
や
改
善
さ
せ
る

た
め
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

参
加
者
全
員
で
意
見
交
換
し
、

高
橋
書
記
長
か
ら
労
組
で
の

要
求
継
続
で
改
善
な
ど
学
習

し
ま
し
た
。
総
会
で
は
各
職

場
か
ら
こ
の
１
年
間
の
活
動

報
告
と
し
て
、
各
単
組
・
職

場
で
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
石
村
事
務
局
長
の
運

動
方
針
提
案
に
続
き
、
役
員

改
選
を
行
い
、
岩
藤
会
長
が

引
き
続
き
会
長
を
続
け
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
総
会
を
終

え
ま
し
た
。

青
年
部
は

10月

15日
、
幹

事
会
を
開
催
し
５
単
組
６
人

が
参
加
。
単
組
報
告
に
続
い

て
、
県
自
治
研
青
年
講
座
の

役
割
分
担
、
当
日
の
進
行
内

容
を
確
認
し
、
幹
事
が
各
班

に
入
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
進
め
、
ま
と
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
幹
事
会
後
、

18時
か
ら

愛
知
県
本
部
青
年
部
と
ｗ
ｅ

ｂ
交
流
会
を
開
催
。
『
愛
』

が
付
く
県
同
士
の
初
の
試
み

で
し
た
が
、
愛
媛
と
愛
知
の

参
加
者
の
出
身
単
組
・
自
治

体
の
紹
介
と
自
分
の
仕
事
な

ど
を
自
己
紹
介
。
続
い
て

『
青
プ
ロ
四
国
』
ク
イ
ズ
を

開
催
。
愛
媛
か
ら
の
出
題
後

に
は
愛
知
か
ら
の
ク
イ
ズ
に

み
ん
な
で
回
答
。
さ
ま
ざ
ま

な
ク
イ
ズ
を
出
し
あ
い
ま
し

た
。
「
ま
た
や
り
ま
し
ょ
う
、

今
後
は
も
っ
と
多
く
の
参
加

を
」
な
ど
、
交
流
の
幅
を
広

げ
る
意
見
も
出
ま
し
た
。

■
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

新
居
浜
太
鼓
祭
り
。
今
年
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
楽
し
み

ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
川
井
）

■

10月
は
各
所
で
秋
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
新
居
浜
で
も
３

年
ぶ
り
と
な
る
太
鼓
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
太
鼓
台

が
大
好
き
で
祭
り
が
一
年
の

始
ま
り
で
あ
る
友
人
か
ら
３

年
ぶ
り
の
「
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
！
」
を
聞
け
た
の

が
ち
ょ
っ
と
し
た
喜
び
で
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
地
方
祭
が
終
わ
っ
て
寂
し

い
今
日
こ
の
頃
。
写
真
や
動

画
を
見
返
し
て
来
年
に
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
山
本
）

■
急
に
寒
く
な
り
体
調
を
崩

す
人
が
多
い
で
す
ね
。
体
調

管
理
に
は
気
を
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
宇
和
島
病
院
・
新
城
）

■
う
ち
の
実
家
に
は
ポ
メ
ラ

ニ
ア
ン
♂
が
い
ま
す
。
嫁
の

実
家
に
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト

リ
バ
ー
♀
が
い
ま
す
。
仲
は

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
う
ち
の

ポ
メ
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
の
肛
門

の
匂
い
を
ず
っ
と
嗅
ぐ
の
で

嫌
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
娘
は
ま
だ

10月
な
の
に
サ

ン
タ
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

ど
ん
な
漫
画
を
お
願
い
し
よ

う
か
悩
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

（
愛
南
・
門
田
）

■
昔
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
に

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、

自
由
の
女
神
の
冠
の
角
は
七

本
と
か
足
に
は
ち
ぎ
ら
れ
た

鎖
が
あ
る
と
か
、
そ
ん
な
無

駄
知
識
を
集
め
て
い
た
高
校

時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
西
予
・
山
里
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５５０号

２０２２年 １１月２０日

■
５
４
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ジ
ユ
ウ
ノ
メ
ガ
ミ
」

（
自
由
の
女
神
）
で
し
た
。

正
解
は

16通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

山
本
美
紗
（
新
居
浜
）

相
田
紗
也
可
（
伊

予
）

倉
田
真
奈
美
（
宇
和
島
）

井
上
裕
也
（
西

予
）

藤
井
隆
嗣
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

12月

27日
【
発

表
】
５
５
２
号
（
１
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①来年のことを言うと○○○○○○

④モルタルの日本語の呼び名

⑦週の第一日。土曜の次の日

⑧映画「○○○○オブミュージック」

⑨気力のない。なまける。○○○○な生活

【タテのカギ】

①男以上に気性が強く、しっかりしているこ

と

②趣味としての園芸、庭いじり

③茨城県、読みは「いば○○けん」

⑤同じ場所に集まる。○○○○に会する

⑥蚊の幼虫

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

東
京
の
か
つ
て
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


